
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

「
核
兵
器
の
保
有
と
使
用
を
前
提
と
す
る
核
抑

止
論
で
は
な
く
核
兵
器
は
１
発
た
り
と
も
持
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
被
爆
者
の
こ
こ
ろ
か
ら

の
願
い
。
」
２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

ス
ピ
ー
チ
で
、
被
爆
者
の
切
実
な
思
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
の
が
、
昨
年

１
２
月
、
政
府
高
官
が
発
し
た
「
日
本
は
核
兵
器
を

保
有
す
べ
き
」
と
の
発
言
で
あ
り
、
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
「
非
核
３
原
則
」
を
国
是
と
す
る
政
府

方
針
を
、
あ
き
ら
か
に
逸
脱
し
た
も
の
と
し
て
、
厳

し
い
批
判
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
開
始
か
ら
４
年

と
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
市
民

団
体
の
抗
議
の
声
が
各
地
で
あ
が
る
中
、
国
際
社
会

に
対
す
る
日
本
政
府

の
役
割
は
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

豊
田
市
は
平
和
都
市

宣
言
を
、
昨
年
６
月
に

お
こ
な
い
、
平
和
に
対

す
る
思
い
を
表
明
し

ま
し
た 

 

核
兵
器
禁
止
条

約
に
つ
い
て 

 

質
問 

平
和
首
長
会
議
が
日
本
政
府

に
対
し
て
提
出
し
た
核
兵
器

廃
絶
へ
の
要
請
に
つ
い
て
の

見
解
は
。 

答
弁 

「NPT

再
検
討
会
議
に
お
い
て
は
、 

核
保
有
国
と
非
核
保
有
国
の
橋
渡 

し
役
を
果
た
し
核
軍
縮
の
進
展
に 

貢
献
す
る
こ
と
、
核
兵
器
禁
止
条 

約
再
検
討
会
議
に
お
い
て
は
、
外 

交
努
力
に
よ
り
核
兵
器
の
な
い
世 

界
を
実
現
す
る
た
め
の
推
進
力
と 

な
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
禁
止
条 

約
に
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
で
あ 

る
と
承
知
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
要
請
内
容
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
８
月
９
日
、
国
内
加
盟

都
市
会
議
総
会
に
お
い
て
合
意
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
際

条
約
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

内
閣
が
適
切
に
判
断
す
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。」 

 

被
爆
者
の
証
言
と
記
憶

の
伝
承 

広
島
市
立
基
町
高
校
で
は
、
２

０
０
７
年
よ
り
毎
年
、
被
爆
者
の

記
憶
に
強
く
残
る
情
景
を
絵
に
描

き
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

被
爆
者
と
と
も
に
「
原
爆
の
絵
」

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
２
２
２
点
の
絵
が
完
成

し
、
展
示
す
る
活
動
が
広
が
っ
て

 

て
は
、
現
在
、
予
定
し
て
い
な
い
。 

ま
ず
は
、『
原
爆
と
人
間
展
』
を
継

続
実
施
す
る
こ
と
で
、
過
去
の
戦

争
や
被
ば
く
体
験
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
考
え
で
あ
る
。 

・
豊
田
市
内
の
戦
没
者
遺
族
連
合

会
が
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て

の
記
憶
を
記
録
と
し
て
継
承
す
る

た
め
に
ま
と
め
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

映
像
に
つ
い
て
は
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
博
物
館
や
中
央
図
書

館
に
お
い
て
活
用
し
て
い
る
。」 

 

質
問 

本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の

被
爆
者
の
証
言
・
伝
承
活
動

へ
の
見
解
は
。 

答
弁 

「
・
本
市
の
学
校
に
お
い
て
は
、

い
ま
す
。 

質
問 

原
爆
パ
ネ
ル
の
展
示
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
か 

答
弁 

「『
原
爆
と
人
間
展
』
と
題
し
、

平
成
１
８
年
か
ら
毎
年
８
月
、
中

央
図
書
館
で
実
施
し
て
い
る
。 

原
爆
投
下
後
の
写
真
や
絵
画
な

ど
の
パ
ネ
ル
に
よ
り
、
広
島
・
長

崎
に
暮
ら
し
た
人
々
が
原
爆
投

下
に
よ
っ
て
受
け
た
悲
惨
な
被

害
に
つ
い
て
来
場
者
に
知
っ
て

い
た
だ
く
内
容
と
し
て
い
る
。」 

 

質
問 

広
島
の
高
校
生
に
よ
る
「
原

爆
の
絵
」
の
展
示
の
考
え 

答
弁 

「『
原
爆
の
絵
』
の
展
示
に
つ
い

根本みはる市議の 

 

３
月
３
日
、
豊
田
革
新
懇
は
３

日
行
動
で
「
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
即

時
中
止
を
」
と
、
街
頭
宣
伝
を
実

施
。
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
に
攻

撃
中
止
を
求
め
る
立
場
を
と
ら

な
い
中
、
連
帯
の
力
で
戦
争
を
止

め
る
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
、
と
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

高市政権はアメリカに 

中止を求めよ 

 

（
う
ら
面
に
続
く
） 



 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

もとむら伸子 

前衆院議員 

市
民
が
主
催
す
る
戦
争
展

へ
の
後
援
の
考
え 

県
内
各
地
域
で
、
市
民
団
体
が
主

催
す
る
平
和
展
、
戦
争
展
が
継
続
し

て
開
か
れ
て
お
り
、
平
和
の
大
切
さ

を
後
世
に
伝
え
る
活
動
と
し
て
、
貴

重
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
開
催
地
の

教
育
委
員
会
か
ら
の
後
援
を
、
毎

年
、
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
周

知
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

質
問 

市
民
が
主
催
す
る
戦
争
展
へ

の
後
援
の
考
え
は
。 

答
弁 

「
・
各
種
団
体
等
が
主
催
す
る
事
業

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
後
援
は
、

『
豊
田
市
教
育
委
員
会
後
援
等
取

扱
要
綱
』
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い

る
。
申
請
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、

要
綱
に
お
け
る
基
準
に
基
づ
き
内

容
を
審
査
し
、
市
民
の
教
育
、
芸
術
、

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
し
、
教
育
的
見
地
か
ら
奨
励
す
る

こ
と
が
で
き
る
事
業
に
対
し
て
、
名

義
の
使
用
を
認
め
て
い
る
。 

・
市
民
が
主
催
す
る
戦
争
展
に
つ
い

て
も
、
申
請
が
あ
れ
ば
要
綱
の
基
準

に
基
づ
き
審
査
を
行
う
。 

な
お
、
要
綱
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
て
い
る
。」 

 

◆法律相談は弁護士が 
 第２土曜日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 

豊田市会議員 

すやま初美 

党中央委員 

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
、

生
命
の
尊
厳
な
ど
を
考
え
る
学
習

を
行
う
中
で
、
被
ば
く
体
験
等
を

題
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。 

・
被
ば
く
体
験
に
つ
い
て
子
ど
も

た
ち
が
被
ば
く
者
に
直
接
話
を
聞

く
こ
と
や
伝
承
活
動
を
通
し
て
知

る
こ
と
は
、
平
和
の
大
切
さ
を
学 

ぶ
機
会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。」 

質
問 

学
校
教
育
に
お
け
る
被
爆
者

の
証
言
活
動
と
平
和
教
育
は 

答
弁 

「
学
校
で
は
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
社
会
科
の
学
習
を
中
心
に

し
て
平
和
な
社
会
を
築
く
大
切
さ

を
学
ん
で
い
る
。 

被
ば
く
体
験
・
戦
争
体
験
を
聞
く

会
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
裁
量

で
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
高
齢

者
を
講
師
と
し
て
招
い
て
話
を
聞

い
た
り
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
た
り
す
る
学
校
も

あ
る
。WE

 LOVE

と
よ
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
博
物
館
の
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
戦
争
に
関
す
る
学
習
を
紹

介
し
た
り
、
一
般
財
団
法
人
日
本

遺
族
会
に
よ
る
語
り
部
事
業
を
紹

介
し
て
い
る
。」 

 

根
本
市
議
は
、
広
島
へ
の
小
中
学

生
の
派
遣
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
要
望
し
ま
し
た
。 

３．１３重税反対豊田集会 

３月１２日（木）１４：００～ 

豊田産業文化センター 会議室 B （4階） 

主催：3・１３重税反対統一行動実行委員会 

物価高騰が続く中、暮らしも商売も厳しい状況です。インボイス制

度が導入されて３年。心配されていた下請け単価の引き下げ、廃業

の増加が現実のものとなっています。 

消費税減税は一番の即効性があり、周知や改正に手間や費用がかか

らず、所得の低い人ほど恩恵が大きい施策です。また、消費税を一

律５％とし複数税率をやめれば、インボイス制度も不要となります。

真の経済対策となる消費税５％への減税を強く求め、廃止を目指し

ます。年金削減に抗議する高齢者、価格補償を求める農業者、ジェ

ンダー平等・地位向上を求める女性、学費無償化を切望する学生な

ど、すべての納税者に参加を呼びかけています。 

１５年目の３・１１  

福島を忘れない 

多数ご参加ください 

とき：３月１１日（水） 
13：30～ 

場所：豊田市役所東庁舎の南側歩道 

    集合 

（定例の 3/13 の金曜日行動は中止します） 

主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

 

３・１１ 


